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１．概要

「テフラ 2 —空から降った地下からの手紙—」という企

画展が，2025 年 1 月 7 日から 4 月 20 日にかけて，産業

技術総合研究所地質標本館で開催されました．企画展「テ

フラ 2」は地質調査総合センター（GSJ）の研究成果普及の

一環で，4 つの要素から成ります．① 2025 年テフラカレ

ンダー（松本ほか，2024），②解説パンフレット（宮城ほ

か，2025），③館内展示，そして④特別講演会です．本稿

はこれらを簡単に紹介します．

２．企画展「テフラ 2」

2025 年テフラカレンダーは，火山灰やスコリアなどの

光学顕微鏡・走査型電子顕微鏡写真を，美しいデザインで配

置したものです．カレンダーの巻末には「テフラ」とは何か

に始まり，各試料の解説が書かれています．2025 年テフ

ラカレンダーはこれまで地質標本館が企画したカレンダー

のなかでは異例の売行きで，600 部を完売しました（初版
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300 部 + 増版 300 部）．カレンダーの増版は今回が初めて

だそうです．

テフラ 2 のパンフレットは，2022 年の企画展「テフラ 

—噴火で飛んでくるもの—」（川邉ほか，2022）を踏襲した

美しいデザインで，A4 で 6 枚に相当する紙面を，横長三

つ折り両面にレイアウトしたものです（宮城ほか，2025）．

パンフレットの本文は，4 ページで構成されています．最

初のページは，テフラとは何か，定義と重要性を述べてい

ます．2 ページは，噴火のタイプを，マグマ噴火，マグマ

水蒸気噴火，水蒸気噴火，そして遅延型マグマ水蒸気噴火

に分類し，それぞれの噴火と火山灰構成物の特徴を述べて

います．3 ページは，地下深部のマグマに関する研究成果

として，御嶽火山 2014 年噴火（Miyagi et al. , 2020）と，

阿蘇カルデラのマグマ供給系に関する話題（Miyagi et al. , 

2023）を簡単に紹介しています．4 ページは，産総研と気

象庁のテフラ観測体制を紹介しています．

館内の展示は，地質標本館 1 階ホールに展開された 4 枚

のパネルと，標本試料から成ります（写真 1）．パネルの内

容は，テフラ 2 のパンフレット本文と同じです．ショー

写真 1　地質標本館一階の「テフラ 2」展示．
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ケースには，火山灰（USB 顕微鏡使用）2 種類と，ペレズヘ

ア，火山礫，火山弾などが展示されました．さらに，ショー

ケースの外には特段大きな火山弾をひとつ展示して，参加

者が触って観察できるような工夫が施されています．この

館内展示は当初 3 月 7 日で終える予定でしたが，好評につ

き，約 6 週間延長され，更に，内容を整理して常設展示さ

れることになりました．

特別講演会は，2025 年 2 月 8 日の 14 時〜 15 時に，地

質標本館の映像室で開催されました（写真 2）．一般には聞

き慣れない「テフラ」とは何なのか，それを観察することで

何が分かってくるのか，火山噴火発生直後の緊迫した研究

現場の実例を織り交ぜつつ，研究の成果が防災にどのよう

に関わっているのかを，紹介しました．この講演会の参加

費は無料ですが，予約サイトで番号を取得する必要があり

ます．これにより，参加者が定員（40 名）を越え混乱する

ことを防ぐ仕組みです．対象は一般（小学校 5 年生以上）で

した．参加者の内訳は，小学・中学・高校・大学生が各 1

名ずつで，残りは一般の方でした．意外にも茨城県外から

の参加者が 7 割以上を占め，つくば市内からは 2 割弱でし

た．森田澄人館長が開会閉会の挨拶，筆者が講演，地質標

本館室スタッフ 3 名が裏方を務める体制で，問題なく進行

しました．

３．参加者の満足度・ニーズとまとめ

特別講演会の参加者にはアンケート用紙が配られ，帰り

にこのアンケートと引き換えに記念品が配られました．自

由回答文の中で，筆者の心を最も元気づけたものはこちら

です（原文まま）：「ぼくは，火山に興味があるのですが，こ

んかいのこうえんは，内容がじゅう実していてわかりやす

く，まん足度 MAX でした．またやってほしいです！（新

もえ岳のえいぞうも貴重でよかったです）」．アンケートの

内容は参加者のニーズを把握し今後より充実した企画展を

開催するためのヒントになるはずです．全てのアンケート

文を AI で整理すると以下のとおりです．

ここから AI −−−−

今回の講演会は，多くの参加者にとって新たな知識を得

る貴重な機会になったようです．特に，「火山灰やテフラが

地質学的に重要な情報を含んでいること」や，「マグマが単

に上昇するだけでなく，ガスの影響で火道内を降下するこ

とがある」という点に驚き，興味を持ったという声が多数

寄せられました．また，火山と防災の関わりについて学べ

たことが，理解を深めるきっかけになったという意見も多

く見られました．

参加者からは，講演のわかりやすさや，専門的な内容を

ユーモアを交えて伝える話し方に高い評価が寄せられまし

た．特に，日常的な例え話を用いた説明や，映像を交えた

解説が印象的だったとの声が多く，普段の生活ではなかな

か触れることのない火山研究を，身近なものとして感じら

れたようです．また，講演者が参加者の質問に対して丁寧

に対応したことで，双方向の学びの場となり，より深い理

解につながったとの感想もありました．

一方で，「さらに詳しく知りたい」「基礎知識が足りず，す

写真 2　地質標本館映像室にて特別講演の様子．
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べてを理解できなかったのがもどかしい」といった声もあ

り，より初学者向けの解説や事前資料の充実が求められて

いることが分かりました．また，今後も同様の講演会を開

催してほしい，さらには開催情報を確実に得られる仕組み

（メルマガなど）が欲しいという要望も寄せられました．

−−−−ここまで AI

このように，本講演会は多くの参加者にとって満足度の

高いものであり，火山やマグマに対する新たな視点を得る

きっかけとなりました．今後もこうした機会を増やし，さ

らに多くの人が火山研究の面白さに触れる場を提供するこ

とが，GSJ に期待されています．
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